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論文概要
本研究の目的は，日本における小学生の生活時間と自由時間にやりたいと思うこととの関連を検討し，子ども
の自由時間に関する課題を明らかにすることであった。対象は，1都 4県 12校の公立小学校に在籍する 3～ 6年
生の男女 1,230名であった。調査では，自己記入による無記名式調査票を用いて，性，学年，生活時間（学校関連
時間，習い事時間，塾時間，屋内遊び時間，屋外遊び時間，スポーツや習い事の練習時間），自由時間にもっとも
やりたいこと（11項目の選択肢から選ぶ）に対する回答を求めた。その結果，自由時間にもっともやりたいこと
に多く選ばれたのは「ゲーム機，携帯電話，スマートフォン，タブレット，PCなどを使う」であり，次いで「か
らだを動かして遊ぶ」であった。もっともやりたいことと生活時間との関連では，やりたいこととやっているこ
とが一致する結果となった。このことから，活動時間が不十分なためにもっとやりたいと望んでいる，もしくは
活動の経験がないためにそれしか選ぶことができない，という姿が浮き彫りとなった。そのため，子どもの自由
時間が不足していること，および自由時間におこなう活動の伝承がされていないことが懸念された。
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